
漁業を通して地域を盛り上げていきたい！
す ず き ゆ う た ろ う

西彼町漁業協同組合 鈴木 勇汰郎さん

鈴
木
さ
ん
は
、
西
海
市
西
彼
町
の
漁
家
（
真
珠

養
殖
等
）
出
身
。
海
や
魚
が
大
好
き
で
、
幼
い
頃

か
ら
父
の
仕
事
に
同
行
す
る
な
ど
、
海
を
身
近

に
感
じ
な
が
ら
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
高
校
在
学

中
に
は
、
高
校
生
就
業
前
研
修
に
よ
り
平
戸
市

で
定
置
漁
業
を
研
修
し
、
高
校
の
先
輩
が
漁
業

の
現
場
で
活
躍
す
る
姿
を
見
て
刺
激
を
受
け
た

と
の
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
自
然
と

自
分
も
漁
師
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
祖
父
の
代
か
ら
続
く
真
珠

養
殖
を
継
承
す
る
た
め
、
現
在
、
漁
業
就
業
実

践
研
修
事
業
を
活
用
し
、
父
を
指
導
者
と
し
て

生
産
技
術
等
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
真
珠

養
殖
は
作
業
工
程
が
多
岐
に
渡
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
工
程
の
役
割
や
意
味
を
理
解
し
な
が
ら

、
日
々
技
術
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
的
に
は
父
か
ら
事
業
を
継
承
し
、
技
術

を
高
め
な
が
ら
経
営
規
模
も
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
が
頑
張
る
姿
を
見
て

、
他
の
若
い
人
た
ち
が
一
人
で
も
漁
業
に
関
心

を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

鈴木さんの本音チャート

※研修中のため、収入は０とした

これから漁業を目指す方へ
自分の周りで漁業をされている方は高齢者ばかりで、若い世代は
ほとんどいない状況ではありますが、逆に考えると競合相手がな
く、本人の努力と工夫次第では納得いく収入が期待できる魅力あ
る仕事だと思っています。漁のシーズン中はあまり睡眠時間を確
保できない日もありますが、稼ぎの時期でもあり一番やりがいを
感じる瞬間でもあります。若い力で一緒に漁業を盛り上げましょう。

漁業就業研修を開始

高校卒業後、漁業就業実践研

修事業を活用し、父の指導を受
けながら漁業就業に向けて鋭意
研修中。

19歳17歳
漁家研修で定置漁業を
経験

県の高校生就業前研修を活用し、
平戸で定置漁業を研修。同世代の
新規就業者の活躍に刺激を受ける。

～17歳
父の仕事の手伝いを行う

小学校２年生ごろから、週末は当

たり前のように父の作業場に同行
し、カキ殻の洗浄作業等の手伝い
を行っていた。

経歴

○取材当時
・１９歳
・漁業暦１年

漁業以外での活動の様子

地元小学生を対象としたワーク
ショップを行いました。子どもたち
は普段目にすることのない本物の真
珠に興味津々で、球出し体験はとて
も楽しんでくれたようでした。オフ
の日は、もっぱら寝ていることが多
いですが、シーズンになれば小遣い
稼ぎにイカ釣りなどもやっています。
今は車を買うことをモチベーション
に頑張っています。

長崎県

佐賀県

西海市
西彼町

鈴木さんの研修スケジュール

鈴木さんは、養殖漁業（真珠、カキ）とナマコ漁業の研修中です。
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仕事のやりがい

仕事のハードさ

収入

家族・友人関係

趣味と学び

自由時間

指導者（父：鈴木正和さん）の声
漁業後継者が減ってきている中、漁業の道を選んでくれたので、
知識や技術を早く身につけてもらって一人前の漁師になれるよう
頑張っていって欲しいと思います。

【７月のある一日】

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

真珠養殖
管理・作業 管理・作業 浜揚げ

カキ養殖
出荷 管理・作業 出荷

ナマコ漁
水揚げ ・出荷 水揚げ・ 出荷

年間研修

スケジュール

挿核作業

カ
キ
養
殖
の
様
子

真
珠
養
殖
の
様
子

稚貝育成→母貝育成
（写真は母貝洗浄作業）

Before After

浜揚げ挿核作業

6:00 作業準備、

移動等

6:30

8:00

18:00 片付け、

帰宅

真珠

挿核作業

（日によっ

てはカキの

洗浄作業も

行う）

真珠

栓差作業

抑制作業


